
3 2

　
平
成
21
年
3
月
、
斉
和
地
区

珠
洲
道
路
沿
い
に
カ
エ
ル
の
看

板
が
立
て
ら
れ
た
。

　
一
人
の
男
が
夢
と
情
熱
を

持
っ
て
開
拓
し
た
「
ケ
ロ
ン
の

小
さ
な
村
」。
健
康
を
テ
ー
マ

に
農
業
と
ガ
ー
デ
ン
を
融
合
さ

せ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
空
間
を
目
指
す
。

　
青
空
の
下
、
ケ
ロ
ン
村
で
は

今
日
も
、
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
、

川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
鳥
の
さ
え
ず

り
が
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る
。

そ
の
取
り
組
み
か
ら
能
登
の
農

業
の
新
し
い
形
を
探
る
。

Top
     NewS

「能登の里山里海」
世界農業遺産に登録

「能登」と「佐渡」が先進国初の認定

　
6
月
11
日
、
北
京
で
開
催
さ
れ
て
い
た
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

の「
世
界
重
要
農
業
資
産
シ
ス
テ
ム（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
、

「
能
登
の
里
山
里
海
」
と
「
ト
キ
と
共
生
す
る
佐
渡
の
里
山
」
を
「
世
界
農

業
遺
産
」
に
登
録
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
認
定
は
世
界
で
9
番
目
。
先
進
国
で
は
初
と
な
り
ま
す
。

　
世
界
農
業
遺
産
へ
の
申
請
は
、

２
０
０
９
年
か
ら
国
連
大
学
高
等
研
究
所

い
し
か
わ
・
か
な
ざ
わ
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン

グ
ユ
ニ
ッ
ト
、
農
林
水
産
省
な
ど
が
検
討

を
開
始
。
能
登
地
区
の
4
市
４
町（
七
尾
、

輪
島
、
珠
洲
、
羽
咋
、
志
賀
、
中
能
登
、

穴
水
、
能
登
）
が
「
能
登
地
域
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ

Ｓ
推
進
協
議
会
（
武
元
文
平
協
議
会
長
＝

七
尾
市
長
）」
を
設
立
し
、
昨
年
12
月
に

登
録
申
請
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

17
日
に
は
、
奥
能
登
行
政
セ
ン
タ
ー
で

「
世
界
農
業
遺
産
認
定
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
」
を
開
催
。
集
ま
っ
た
約
２
０
０

人
に
認
定
証
が
披
露
さ
れ
、
関
係
団
体
で

構
成
す
る
世
界
農
業
遺
産
活
用
実
行
委
員

会
が
発
足
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
谷
本

正
憲
県
知
事
が
「
能
登
の
里
山
里
海
を
積

極
的
に
世
界
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
認

定
が
地
域
の
振
興
に
つ
な
が
る
先
進
事
例

と
な
る
よ
う
関
係
者
と
一
緒
に
努
力
し
て

い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
能
登
の
里
山
里
海
」
は
、
千
枚
田
な

ど
１
３
０
０
年
以
上
続
く
伝
統
的
な
農
村

文
化
や
あ
え
の
こ
と
・
キ
リ
コ
祭
り
な
ど
、

農
村
の
暮
ら
し
と
結
び
つ
い
た
風
習
や
文

化
が
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
録
に
よ
っ
て
、
国
際
的
知
名
度
の
向

上
、
伝
統
的
農
業
の
保
全
や
地
域
の
活
性

化
、
景
観
保
全
の
取
り
組
み
に
弾
み
が
つ

く
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「いしかわ景観総合条例」で里山景観維持重点地区の
第１号に選定されている「春蘭の里」（宮地地区）

FAO のパルビス・クーハフカン土地・水資源部長、国連大学の武内和彦
副学長（右から 4人目）と共に、認定証をお披露目する谷本県知事と 4
市 4町の首長。

Globally Important Agricultural Heritage System ＝ GIAHS（ジアス）
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『三者健康農業』で
耕作放棄地を再生

「
定
年
後
、
趣
味
で
農
業
を
や
る
だ
け

で
は
面
白
く
な
い
。
何
が
で
き
る

か
考
え
た
結
果
が
農
業
と
ガ
ー
デ
ン
」
と
語

る
上
じ
ょ
う
の
り乘

秀
雄
さ
ん
（
67
）
＝
宇
出
津
＝
。
平

成
19
年
に
『
三
者
健
康
農
業
』
の
理
念
と
10

年
間
の
構
想
を
練
り
上
げ
、
土
地
探
し
に
奔

走
。
理
想
と
す
る
条
件
が
そ
ろ
っ
た
斉
和
地

区
の
耕
作
放
棄
地
１
０
０
０
坪
を
確
保
し
、

20
年
3
月
か
ら
村
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。

　

秀
雄
さ
ん
が
掲
げ
た
ケ
ロ
ン
村
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
①
自
力
開
発
②
ノ
ー
借
金
③
長
期
計

画
―
の
三
つ
。
廃
材
や
も
ら
い
物
を
う
ま
く

利
用
し
な
が
ら
、
純
子
さ
ん
と
夫
婦
二
人
三

脚
で
形
を
作
っ
て
い
っ
た
。

　

21
年
3
月
の
開
村
イ
ベ
ン
ト
に
は
二
百
人

が
詰
め
か
け
た
。「
び
っ
く
り
す
る
と
同
時

に
、
こ
の
場
所
に
人
が
来
て
く
れ
る
こ
と
が

う
れ
し
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

平
日
は
農
作
業
と
村
の
整
備
に
汗
を
流

す
。
週
末
だ
け
の
営
業
、
石
窯
で
焼
く
米
粉

パ
ン
と
米
粉
ピ
ザ
が
口
コ
ミ
で
評
判
を
呼

び
、
昨
年
一
年
間
で
約
１
０
０
０
人
が
訪
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
4
年
間
は
拠
点
づ
く
り
で
、

今
年
か
ら
は
仲
間
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
。
仲

間
と
一
緒
に
本
格
的
な
農
業
経
営
、
自
然
体

験
や
環
境
教
育
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
」
と

笑
顔
で
話
す
秀
雄
さ
ん
。
自
分
自
身
が
楽
し

み
な
が
ら
進
め
る
村
づ
く
り
は
、一
歩
一
歩
、

着
実
に
前
に
進
ん
で
い
る
。

「食べる人・作る人・大地」の三者が健康になることを目指す「三者
健康農業」を提唱する上

じょうのり

乘秀雄さん。その実践の場として、数十年放
置されてきた谷間の田んぼが、ケロン村として生まれ変わった。

昨年完成したツリーハウス
は野鳥もお気に入り。土台
以外は上乘さんの手作り。

【上】パンフレットやタペストリーは、東
京でアニメーターとして活躍する娘の上
乘直子さんがデザイン。

【左】上乘さんが「ケロン村の主人」と話
す石窯ヘラクレス。

【下】ケロン村全景。広すぎず狭すぎず、
懐かしくて新しい世界が広がる。

【PROFILE】
昭和 19 年志賀町生まれ。大
阪教育大学卒業後、昭和 44
年 4 月から 63 年 3 月まで県
立高校教諭。県教育委員会生
涯学習課主事、教職員課長な
どを経て、県教育次長。平
成 13 年から能都北辰高校長、
飯田高校長を歴任し、17 年 4
月定年退職。現在は能登町教
育委員、日本航空学園教育参
与などを務める。

【上】「福転の水」と名付けられた
わき水。水質検査をすべてクリア
し、水くみの常連も多い。

【左】シンボルであるカエルのオ
ブジェが並ぶ「ケロンの泉」。

【下】野菜の苗やガー
デンに植える花の苗
も自分で生産する。

ケロン村のシ
ンボルになっ
てほしいとい
う願いを込め
て植えられた
モミの木。

上
じ ょ う の り

乘 秀雄さん

　　 純子さん



ケロンの村で導入した高速
粉砕機。米を持ち込んでの
製粉も受け入れている。

石窯で焼かれるピザの生地には米粉を
50％配合。お客さんが自分で生地を伸ば
し、自家製の野菜やハーブなどをトッピ
ングする。

自家製の米粉を使った米粉パン
は、土日のみの販売。石窯の中で
5～ 6 分。こんがりと焼き上がっ
た約 100 個の米粉パンは、ほとん
どが完売するという。

米粉のチカラ
地産地消・自給率向上・六次産業化につながる

小麦粉の代わりとして、新しいお米の食べ方として多方面から
注目を集める米粉。その魅力や可能性は―。

熱
せ
ら
れ
た
石
窯
ヘ
ラ
ク
レ
ス
か
ら
次
々

と
米
粉
の
パ
ン
が
焼
き
上
が
る
。
営
業

日
の
ケ
ロ
ン
村
は
、
朝
か
ら
大
忙
し
だ
。

　

純
子
さ
ん
が
作
り
、
秀
雄
さ
ん
が
焼
く
。
生

地
は
ケ
ロ
ン
村
で
収
穫
さ
れ
た
米
の
米
粉
80
㌫

と
グ
ル
テ
ン
20
㌫
。
具
材
も
畑
で
生
産
さ
れ
た

野
菜
や
地
元
食
材
を
使
う
。「
地
産
地
消
に
こ

だ
わ
っ
て
作
り
た
い
」と
声
を
そ
ろ
え
る
二
人
。

試
行
錯
誤
の
末
に
商
品
化
さ
れ
た
約
15
種
類
の

米
粉
パ
ン
１
０
０
個
は
、
わ
ず
か
数
時
間
で
完

売
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　
「
米
粉
は
購
入
す
れ
ば
高
い
。
こ
の
パ
ン
の

価
格
（
一
律
１
５
０
円
）
は
自
家
製
の
材
料
と

人
件
費
を
考
慮
し
て
い
な
い
か
ら
で
き
る
」
と

言
い
切
る
秀
雄
さ
ん
。「
も
う
け
は
な
く
て
も

お
客
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
心
の

健
康
、
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
」
と
笑
う
。

　
―
米
粉
の
利
用
を
促
進
す
る
理
由
は
。

　

お
米
の
消
費
量
は
、
ご
存
じ
の
と
お
り

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
県
内
の
水
田
の
約

３
割
は
転
作
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

転
作
に
は
麦
や
大
豆
な
ど
の
畑
作
物
が
あ

り
ま
す
が
、
畑
作
物
の
栽
培
が
難
し
い
湿
田

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
水
田
で
も
、
米

粉
用
の
お
米
で
あ
れ
ば
転
作
作
物
と
し
て
栽

培
で
き
ま
す
。

　

米
粉
の
利
用
が
増
え
る
こ
と
で
食
料
自
給

率
の
向
上
や
地
産
地
消
の
推
進
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
県
と
し
て
米
粉
の
利
用
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
―
取
組
内
容
や
県
内
の
利
用
状
況
は
。

　

こ
れ
ま
で
食
品
加
工
業
者
を
対
象
に
、
米

粉
を
使
っ
た
商
品
開
発
の
促
進
や
学
校
給
食

で
の
米
粉
パ
ン
な
ど
の
導
入
促
進
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
洋
菓
子
や
パ
ン
、
麺
な

ど
で
新
商
品
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
学

校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
米
粉
パ
ン
を
導
入
す

る
学
校
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
一
般
消
費
者
を
対
象
に
し
た

米
粉
の
消
費
拡
大
の
取
り
組
み
と
し
て
、

　

ケ
ロ
ン
村
で
収
穫
さ
れ
た
米
は
す
べ
て
高
速

粉
砕
機
で
米
粉
に
さ
れ
る
。「
米
粉
で
パ
ン
を

作
り
た
い
と
思
っ
て
も
、
近
く
に
米
を
製
粉
す

る
設
備
が
な
か
っ
た
。
お
金
や
電
力
の
問
題
も

あ
っ
た
が
、
今
は
思
い
切
っ
て
設
備
投
資
し
て

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
」
と
製
粉
機
導
入
の

経
緯
を
振
り
返
る
。
地
域
に
数
少
な
い
米
粉
の

製
粉
機
。
秀
雄
さ
ん
は
た
く
さ
ん
の
人
に
活
用

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。「
お
米
を
持
ち

込
ん
で
も
ら
え
れ
ば
少
な
い
費
用
で
米
粉
に
で

き
る
。
小
麦
粉
の
代
わ
り
と
し
て
、
商
品
の
試

作
や
家
庭
で
も
米
粉
を
試
し
て
ほ
し
い
」。

　

石
窯
と
製
粉
機
が
そ
ろ
っ
た
こ
と
で
、
可
能

に
な
っ
た
ケ
ロ
ン
村
の
商
品
開
発
と
販
売
。
こ

こ
で
は
、
小
さ
い
な
が
ら
も
生
産
者
が
加
工
や

販
売
ま
で
を
手
掛
け
る
『
六
次
産
業
』
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

①
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
米
粉
商
品
を

購
入
し
、
集
め
た
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
抽
選

で
景
品
が
も
ら
え
る
「
い
し
か
わ
米
粉
ポ
イ

ン
ト
制
度
」

②
米
粉
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の
普
及
拡
大
に

取
り
組
む
消
費
者
団
体
を
募
集
・
育
成
す
る

「
い
し
か
わ
米
粉
応
援
団
」

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
米
粉
の
消
費
が
拡

大
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
―
米
粉
の
可
能
性
は
。

　

米
の
粉
は
、
元
々
上
新
粉
な
ど
和
菓
子
の

材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
米

は
小
麦
に
比
べ
て
硬
く
、
粉
に
す
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
の
で
す
。
近
年
、
製
粉
技
術
の

向
上
で
細
か
い
粉
末
の
米
粉
が
作
れ
る
よ
う

に
な
り
、
小
麦
粉
の
代
わ
り
と
し
て
ケ
ー
キ

や
パ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
で
も
気
軽
に
お
菓
子
を
は
じ

め
、
シ
チ
ュ
ー
や
ス
ー
プ
の
と
ろ
み
付
け
、

揚
げ
物
の
衣
な
ど
料
理
に
も
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
需
要
は
増
え
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　米の消費量が減り続ければ、生産者も減少し
て、地域の活力がなくなってしまいます。米穀
店として何かできないか考え、平成 15 年から
米粉を使った洋菓子の研究を始めました。最初
は失敗の連続でしたが、クッキーやケーキなど
を商品化しました。米粉パンは小麦に比べてざ
らつき感があり、独特の食感を生かすか、改良
すべきかなど、現在も研究を続けています。
　課題は小麦に比べて価格が高いこと。国や県
の補助をうまく使って単価を下げ、『能登産』
のブランド価値を高める必要があります。世界
農業遺産登録による効果にも期待しています。

米
粉
を
使
っ
た
洋
菓
子
を

研
究
・
開
発
し
て
い
る

福
池
み
ち
子
さ
ん
（
柳
田
）

『能登産』にこだわった米粉の
洋菓子を作っていきたい。

米
粉
の
利
用
促
進
に
取
り
組
む
、
石
川
県
農
林
水
産
部
生
産
流
通
課
の
藻も

よ
り寄

正
洋
課
長
補
佐
に
、
県
内
の
利
用
状
況
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
い
た
。

IN
TERVIEW

「
米
粉
の
需
要
は
こ
れ
か
ら
も
増
え
て
い
き
ま
す
」
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「
将
来
的
に
は
子
ど
も
た
ち
の
環
境
教
育

と
食
品
加
工
の
教
室
を
や
り
た
い
」

と
語
る
秀
雄
さ
ん
。
広
す
ぎ
ず
、
狭
す
ぎ
な
い

ケ
ロ
ン
村
に
は
、
自
然
、
農
業
体
験
、
生
物
の

観
察
や
親
水
空
間
な
ど
、
遊
び
な
が
ら
学
べ
る

素
材
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
。

　「
今
後
は
森
の
中
を
散
策
で
き
る
よ
う
両
脇

の
山
の
整
備
も
や
り
た
い
。
人
が
手
を
入
れ
る

『
里
山
』
を
学
ぶ
場
所
に
も
な
る
」
と
意
気
込

み
を
見
せ
る
。既
存
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

新
し
い
環
境
教
育
の
形
を
こ
の
場
所
か
ら
発
信

し
て
ほ
し
い
。

　
一
方
で
『
三
者
健
康
農
業
』
の
実
践
を
通
し

て
農
業
が
抱
え
る
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
、
小

規
模
農
業
の
自
立
策
を
模
索
す
る
。

　「
定
年
退
職
し
た
年
寄
り
の
楽
し
み
で
終
わ

ら
せ
た
く
な
い
。
ケ
ロ
ン
村
が
ず
っ
と
続
い
て

欲
し
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
持
続
可
能
な
農

業
経
営
を
目
指
す
。

　
今
年
3
月
に
は
仲
間
11
人
と
共
に
農
事
組
合

法
人
「
能
登
ふ
れ
あ
い
ガ
ー
デ
ン
」
を
設
立
。

米
粉
を
生
か
し
た
商
品
開
発
や
自
然
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
、
メ
イ
ト
（
有
料
会
員
や
作
業

会
員
、
畑
や
果
樹
の
オ
ー
ナ
ー
、
委
託
販
売
な

ど
）
制
度
の
導
入
な
ど
、
本
格
的
な
農
業
経
営

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
い
う
。

　「
こ
こ
は
ケ
ロ
ン
の
『
小
さ
な

3

3

3

』
村
。
規
模

を
大
き
く
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
み
ん
な
が
集

ま
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
、
幸
せ
を
感
じ

る
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。ま
だ
ま
だ
道
半
ば
。

焦
ら
ず
、
力
ま
ず
、
諦
あ
き
ら
め
ず
に
努
力
を
重
ね
て

い
き
た
い
」

　
常
に
明
る
く
、
楽
し
そ
う
に
夢
を
語
る
秀
雄

さ
ん
。そ
の
瞳
は
少
年
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
。

『子どもたちを遊ばせるには最高です』
ニコラスさん一家（ラスベガス在住）

　実家のある氷見市に滞在していて、今日は宇出津の友人を
訪ねた帰りに寄りました。子どもたちは自分でトッピングし
たピザをおいしそうに食べています。
　食べたあとも、ツリーハウスに登ったり、井戸のポンプで
遊んだり、カエルを見つけて大騒ぎしたりと、子どもたちを
遊ばせるにも最高の場所です。敷地が広すぎず、目の届く範
囲で遊ぶので、親も安心してくつろぐことができます。

『自然の中で食べる米粉のピザがおいしい』
佐藤陸信さん・智子さん・二雄さん（横浜市）

　和倉温泉に 2泊して、輪島の朝市や珠洲の禄剛崎灯台な
どを観光してきました。旅館の料理が豪華すぎて、ちょうど
軽い物が食べたいと思っていたときに「石窯ピザ」の看板が
目に止まったんです。米粉のピザやパンは食感が独特でおい
しかったです。自分で作ったものを使って、自分でやってい
ることが良いですね。自然も良いし水もおいしい。こんな場
所で働きたいと思うほど、すてきな環境だと思います。

「
焦
ら
ず
、力
ま
ず
、諦あ

き
ら

め
ず
」

描
い
た
夢
を
追
い
続
け
た
い
―
。

珠洲道路 サルビアロード
●能登空港←至穴水 至珠洲→●道の駅「桜峠」

ケロンの小さな村◉

←
至
輪
島

←
至
柳
田


